
おうちで、レッツトライ！ （レベル４） 

 

「三浦をてらす ３つの灯台」  

  

古くから、海の道しるべとしての役割を果たしてきた灯台。そのルーツは、古代エジプトにあるとも言

われています。日本独自の灯台が作られるようになったのは、江戸時代と言われています。当時は、「か

がり屋」「灯明台」と呼ばれていたそうです。 

城ヶ島では、江戸時代にのろし台が設置され、灯台としての役目をはたしていました。明治時代に入

り、城ヶ島と剱崎に西洋式灯台が設置されます。それぞれ、城ヶ島灯台、剱崎灯台として、今もなお力強

く光を放ち、三浦の海を見守っています。 

みうら学・海洋教育の一環として、ぜひ、三浦の灯台について調べ学習に取り組んでみてください。 

 

育んでほしい資質・能力 

・海に関する基礎的・基本的な知識・技能を活用し、思考・判断・表現しながら、 

持続可能な社会の実現に向けて、どのように社会・世界とかかわり、 

よりよい人生を送るかを考えて行動する。 

 

灯台に係る問題を見つける（アースシステムの視点から） 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アースシステムの視点から、灯台にかかわる問題を見出すとともに、問題解決に向けての計画を

立て、調べた事柄を比較したり関係付けたりしながら、意見を形成しましょう。 

また、持続可能な社会に向けた取り組みについて発信してみましょう。  →ワークシート 
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資質・能力（コンピテンシー）について どんな資質・能力を育みたいですか？ 

 海に親しむ 海を知る 海を守る 海を利用する 

小学校低学年 ・海に関する基礎的・基本的な知識・技能を

着実に獲得しながら、身近な自然的事象

や社会的事象に興味・関心をもつ。 

  

小学校中学年 １．海に関する問題を発見し、観察、実験や調査活動を通して、海に関する基礎的・基本

的な知識・技能を活用しながら解決を図る。 

２．自然的事象や社会的事象について、事実とその要因を関係付けて捉え、自分の考えを

もつ。 

小学校高学年 １．海に関して発見した問題を定義し、解決の方向性を探して計画を立て、結果を予測し

ながら実行するとともに、新たな問題を発見して学びをつなげていく。 

２．持続可能な社会の実現に向けて、自然的事象や社会的事象についての事実とその解

釈についてお互いの多様な考え方を共有し、自分の考えを評価・改善しながら自分の

意見を形成する。 

中学校 ・海に関する基礎的・基本的な知識・技能を活用し、思考力・判断力・表現力等を生かし

ながら、持続可能な社会の実現に向けて、どのように社会・世界とかかわり、よりよい

人生を送るかを考えて行動する。 

 

見方の視点（アースシステム）について ものの見方を広げてみましょう。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

みうら学・海洋教育では、①資質・能力を育むこと ②見方の視点を身に付けること  を目指します。 

①資質・能力 ここでは、問題解決学習プロセスにおいて、「問いを見いだす」「解決の方法を計画する」「調

べたり体験したりする」「調べたり体験したりしたことから考えをまとめる」などの能力を育

みます。資質・能力は、年齢に応じて、低・中・高学年、中学校ごとに到達目標を設定してい

ます。 

②見方の視点 ここでは、アースシステムを活用します。アースシステムでは、地球をひとつのシステムと

して見ることで、それぞれの事象・現象を相互作用的に捉えます。具体的には、学習材を多角

的に捉えられるように８つの視点から見つめるとともに、それぞれの視点を通して他の学習材

とのつながりを見出し、学びの可能性を広げていきます。 

身近な自然や地球の美しさに気づ
き、かけがえのない地球に対する感性
を育む。 直接に見たり、触れたり、聞い

たりする体験を通して、事物や
現象を理解する。 

環境教育の視点につい
て、人間の自然環境への影
響について理解する。 

学ぶ目的や意欲を育む
ためや日常生活や社会
との関連付けるための
もので、自然や科学に興
味関心をもち、それらに
関連する仕事や職業人
を理解する。 

自然の事物・現象をみるとき
に、広大な宇宙空間の中に位
置付けてみることや、事物・現
象のみえるとき点として捉え
るのではなく空間的な広がり
をもって理解する。 

自然の事象・現象をみるときに、現在の
自然だけでなく、地球 46 億年の歴史の
進化を視野に入れ、時間的な変化を意識
しながら、現在の自然の事物・現象を理
解する。 

自然を見るとき、植物
だけ、岩石だけのように
点で見るのではなく、４
つの水圏、地圏、大気圏、
生物圏の関連を意識して
自然の係り合いを理解す
る。 

科学を教える上で
技術との関連を示す
大切さ、また科学技術
の進歩による良い面
と悪い面を理解する。 
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ワークシート     学校名            なまえ                  

ステップ➀ 

調べた問題 

 

 

 

 

ステップ② 

調べ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ➂ 

 

観察、実験の結果、調べたことの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ステップ➃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題に対する結論や自分の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


